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２

令和４年 第２回臨時会（５月６日）
　５月６日に令和４年第 2回臨時会が開催されました。
　坂口市長から専決処分の承認に係るもの１件、予算案２件、その他議案
１件、人事案件４件が提出され、いずれも承認、可決または同意となりました。

補正予算額

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

192億8,000万0千円

85億4,799万7千円

91億8,458万2千円

370億1,257万9千円

補正後の予算額

1億円

0円

5,825万9千円

1億5,825万9千円

５月臨時会補正額令和４年度

191億8,000万0千円

85億4,799万7千円

91億2,632万3千円

368億5,432万0千円

専決処分（１件）

議案第47号 専決処分の承認を求めることについて（輪島市税条例の一部改正について）
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴うもの

その他（１件）

議案第50号 損害賠償の額の決定について
市立輪島病院において発生した医療事故に係る
損害賠償の額を決定するもの

人事関係（４件）

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

副市長選任につき同意を求めることについて

固定資産評価員選任につき同意を求めることについて

教育委員会教育長任命につき同意を求めることについて

教育委員会委員任命につき同意を求めることについて

条例（２件）

議案第48号

議案第49号

令和４年度輪島市一般会計補正予算(第１号)

令和４年度輪島市病院事業会計補正予算(第１号)

歳入：国からの交付金の増額等
歳出：民生費、農林水産業費、商工費

医療事故の損害賠償に係る費用を計上

中山　由紀夫 氏の選任に同意

中山　由紀夫 氏の選任に同意

小川　正 氏の任命に同意

松山　忍 氏の任命に同意

議　案　一　覧

中山副市長(左)と小川教育長(右)

━コロナ禍で疲弊した市内経済のいち早い復活を支援━



３

質　疑 令和４年第２回臨時会

　
　
補
正
予
算
案
に
対
す
る
市
長
の

思
い
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

疲
弊
す
る
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

観
光
や
漆
器
な
ど
の
地
場
産
業
に
つ

い
て
一
刻
も
早
く
再
生
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、

補
正
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
　
市
立
輪
島
病
院
に
お
い
て
発
生

し
た
産
婦
人
科
の
医
療
事
故
に
つ
い

て
。
再
発
防
止
策
を
お
示
し
下
さ
い
。

　
　
　
輪
島
病
院
と
い
た
し
ま
し
て
、

同
じ
医
療
事
故
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
再
発
防
止
策
を
作
成

い
た
し
ま
し
た
。

　
一
人
し
か
い
な
い
産
婦
人
科
医
が

不
在
で
あ
っ
て
も
院
長
等
が
緊
急
時

や
困
難
事
例
に
お
け
る
妊
婦
の
搬
送

依
頼
が
実
施
で
き
る
よ
う
基
準
を
改

定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
産
婦
人
科
医
が
緊
急
時
に

い
つ
で
も
相
談
で
き
る
別
の
病
院
の

医
師
の
確
保
と
、
少
し
で
も
問
題
が

あ
る
と
感
じ
た
お
産
に
関
し
て
、
徹

底
し
た
情
報
共
有
と
意
見
交
換
に
努

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
既
に
こ
れ
ら
の
再
発
防
止

策
の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

市
長

市
長

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

西西

●
議
会
日
誌
●

●
議
会
日
誌
●

●
議
会
日
誌
●

・
北
信
越
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会
・
定
期
総
会

・
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

・
本
会
議
・
予
算
決
算
委
員
会

・
輪
島
市
穴
水
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員
協
議
会

・
防
衛
省
全
国
情
報
施
設
協
議
会
役
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

・
全
国
伝
統
工
芸
品
振
興
市
議
会
協
議
会
定
期
総
会

・
輪
島
市
穴
水
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
臨
時
会

・
全
国
温
泉
所
在
都
市
議
会
議
長
協
議
会
総
会

・
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

・
石
川
県
市
議
会
議
長
会
中
央
要
望

・
市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会

・
全
国
民
間
空
港
所
在
都
市
議
会
協
議
会
定
期
総
会

・
の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
議
員
連
盟
総
会

・
奥
能
登
市
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

・
の
と
里
山
海
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

・
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

・
の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
輪
島
市
協
議
会
総
会

・
の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会
総
会

・
本
会
議
・
全
員
協
議
会
・
観
光
対
策
特
別
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
本
会
議

・
総
務
文
教
委
員
会
・
産
業
厚
生
委
員
会

・
予
算
決
算
委
員
会

・
予
算
決
算
委
員
会

・
の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
同
盟
会
総
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
本
会
議

《
４
月
》

《
５
月
》

《
６
月
》

21
日

27
日

６
日

11
日

13
日

16
日

17
日

20
日

24
日

25
日

26
日

27
日

30
日

２
日

３
日

７
日

９
日

10
日

14
日

15
日

21
日

23
日

24
日

27
日

28
日

29
日

西 

　 

　
恵 
議
員

自
由
民
主
党

会
派 

自
民
わ
じ
ま

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。



４

議場をバリアフリー改修しました。
本会議の日程は輪島市議会のホームページ、
Facebookで御確認ください。

市議会を傍聴してみませんか。

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

202億 863万2千円

85億4,799万7千円

92億2,558万2千円

379億8,221万1千円

補正後の予算額

9億2,863万2千円

0円

4,100万0千円

9億6,963万2千円

６月定例会補正額補正前の予算額

192億8,000万0千円

85億4,799万7千円

91億8,458万2千円

370億1,257万9千円

令和４年 第２回定例会（６月14日～６月29日）
　６月14日から29日にかけて令和４年第２回定例会が開催されました。
　坂口市長から、専決処分の承認に係るもの１件、予算案２件、条例案５件、
その他議案１件、人事案件１件が提出され、いずれも承認、可決または異議な
しと答申することになりました。

━新規事業、政策的経費を中心とした”肉付け予算”を可決━

坂本議員 下議員

代表質問で登壇した椿原議員

門前議員 鐙議員

一二三議員

西議員

一般質問で登壇した各議員



５

代表質問 令和４年第２回定例会

他
の
質
問
項
目

　
　
　
公
約
実
現
に
向
け
て
基
本
姿

勢
等
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
輪
島
の
明
る
い
未
来
を
創
る

た
め
、
任
期
の
四
年
間
で
、
そ
の
道

筋
を
つ
け
た
い
。 

 

と
り
わ
け
、
人
口
減
少
を
食
い
止

め
る
た
め
移
住
定
住
の
促
進
に
取
り

組
み
、
さ
ら
に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た

地
域
資
源
に
磨
き
を
か
け
、
国
内
外

に
「
観
光
都
市
・
工
芸
都
市
」
を
実

現
し
、
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
組
織
及
び
補
正
予
算
に
、
ど

の
様
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
伺

い
ま
す
。

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
を
新
設

し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
図
り
、

漆
器
産
業
振
興
室
を
漆
器
振
興
戦
略

室
に
改
編
し
、
地
域
の
豊
富
な
食
材

と
輪
島
塗
を
活
か
し
た
「
美
食
と

器
」
に
よ
る
振
興
を
強
力
に
推
進
し
、

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
主
た
る
予
算
は
、
輪
島
に
活
力
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
漁
業
者
の
漁
船

の
燃
料
費
の
一
部
助
成
や
漆
器
の
市

場
動
向
調
査
や
専
門
家
を
招
聘
し
た

デ
ザ
イ
ン
勉
強
会
な
ど
の
事
業
を
行

い
ま
す
し
、
中
学
校
の
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
二
学
期
か
ら
始
め
ま
す
。

　
　
　
百
年
後
の
国
宝
と
も
言
う
べ

き
「
地
球
儀
」
が
五
年
の
歳
月
を
か

け
、
輪
島
塗
技
術
保
存
会
の
皆
様
が

力
を
結
集
し
、
見
事
に
完
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
地
球
儀
を
国
内
外
に
広
く
発

信
し
、
交
流
人
口
拡
大
を
図
る
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
お

示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
現
在
、
輪
島
漆
芸
美
術
館
の

特
別
展
示
室
で
展
示
し
、
来
場
者
の

注
目
を
集
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
は
旅
行
商
品
の
商
談
会
や
全
国
の

美
術
大
学
等
へ
の
情
報
発
信
等
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
新
教
育
長
の
教
育
方
針
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　
激
動
の
社
会
を
生
き
抜
く

た
め
の
確
か
な
学
力
と
様
々
な
資
質

の
基
礎
と
な
る
力
を
獲
得
・
成
長
さ

せ
る
た
め
の
教
育
環
境
整
備
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
「
共
に
前
へ
、
創
造
と
挑

戦
」
を
掲
げ
、
自
ら
は
何
処
ま
で
も

誠
実
に
、
あ
え
て
火
中
の
栗
を
拾
う

姿
勢
を
課
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
補
正
予
算
に
つ
い
て 

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
者
支
援

　
に
つ
い
て 

・
輪
島
病
院
に
つ
い
て 

・
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

　
い
て 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

　
つ
い
て

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

・
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て

・
大
本
山
總
持
寺
開
創
７
０
０
年

　｢

延
年
之
章｣

に
つ
い
て

市
長

椿
原

市
長

椿
原

椿
原

市
長

椿
原

教
育
長

輪
島
塗
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

椿
原
　
正
洋 
議
員

自
由
民
主
党

会
派 

自
民
わ
じ
ま

市
政
運
営
に
つ
い
て

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。
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一般質問 令和４年第２回定例会

　
　
耐
震
工
事
に
多
額
の
費
用
が
か

か
り
、
や
む
を
得
ず
新
築
す
る
場
合
、

耐
震
補
助
制
度
と
同
額
の
助
成
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
議
員
発
言
の
耐
震
性
の
な
い

住
宅
の
建
て
替
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、

住
ま
い
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

耐
震
性
の
無
い
住
宅
が
解
体
さ
れ
、

新
築
さ
れ
る
こ
と
で
住
宅
の
耐
震
性

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
新
た
な
制
度
の
制
定
や
既
存
制
度

の
改
正
を
検
討
す
る
際
に
は
、
重
要

な
課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
議
会
で
提
案
さ
れ
て
い
る
漁

業
者
に
対
す
る
漁
船
の
燃
料
費
の
一

部
を
助
成
す
る
議
案
は
、
漁
業
者
に

対
す
る
大
き
な
応
援
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
農
家
に
対
し
て
も
今
後

の
米
価
の
状
況
を
見
な
が
ら
さ
ら
な

る
支
援
を
検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
令
和
３
年
産
米
の
価
格
下
落

に
対
す
る
支
援
金
を
５
月
６
日
ま
で

に
交
付
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
４
年

産
米
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
状
況
に
応
じ
て
支
援
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

・
移
住
、
定
住
政
策
に
つ
い
て

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

・
輪
島
市
男
性
職
員
の
育
児
休
暇
に

　
つ
い
て

西 

　 
　
恵 
議
員

自
由
民
主
党

会
派 

自
民
わ
じ
ま

他
の
質
問
項
目

市
長 新

築
住
宅
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て

農
林
水
産
業
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
　
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

す
る
の
か
。

　
　
　
今
回
の
広
域
ツ
ア
ー
の
概
要

に
つ
き
ま
し
て
は
、
募
集
人
数
は 

１
日
当
た
り
８
０
０
人
、
４
日
間
で 

３
，
２
０
０
人
を
予
定
い
た
し
て
お

り
、
宿
泊
場
所
は
満
室
な
ど
で
利
用

で
き
な
い
場
合
を
除
き
、
市
内
の
宿

泊
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
花
火
の
打
ち
上
げ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ツ
ア
ー
の
募
集
要
件
に
、

悪
天
候
な
ど
の
諸
事
情
に
よ
り
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

旨
を
明
記
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
代
わ
り
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
用

意
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
花
火
の
中
止

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
御
陣
乗
太

鼓
や
輪
島
・
和
太
鼓
虎
之
介
の
実
演

を
予
定
い
た
し
て
お
り
、
本
市
の
伝

統
芸
能
等
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
費
の
内
訳
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
御
陣
乗
太
鼓
及
び
輪

島
・
和
太
鼓
虎
之
介
の
出
演
料
、
花

火
の
打
ち
上
げ
料
、
音
響
設
備
及
び

会
場
設
営
費
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
広
域
連
携
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も

見
据
え
、
実
績
を
基
に
新
た
な
能
登

の
魅
力
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
展
開

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

・
時
国
家
に
つ
い
て

・
漁
師
へ
の
燃
料
補
助
に
つ
い
て

・
消
防
団
員
免
許
取
得
費
補
助
に
つ

　
い
て

・
市
政
運
営
に
つ
い
て

一
二
三

広
域
観
光
連
携
誘
客
推
進

事
業
に
つ
い
て

西

市
長

西

市
長 一

二
三
　
秀
仁 

議
員

自
由
民
主
党

会
派 

自
民
わ
じ
ま

他
の
質
問
項
目
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一般質問 令和４年第２回定例会

　
　
私
が
市
民
の
願
い
を
も
と
に
質

問
し
、
こ
れ
ま
で
実
現
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
、
６
月
補
正
予
算
（
案
）

に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
に
、

そ
の
２
点
か
ら
質
問
し
ま
す
。

　
　
小
学
生
の
無
償
化
の
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
現
段
階
で
の
小
学
校
の

給
食
費
無
償
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

実
施
方
法
と
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
　
12
月
定
例
会
の
質
問
で
は
、
対

応
し
な
い
答
弁
で
し
た
が
、
今
回
の

１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
10
円
助
成
を
提

案
し
た
理
由
は
。

　
　
　
　
　
燃
料
費
の
高
騰
が
長
期

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
者
の

負
担
軽
減
を
図
り
、
出
漁
機
会
の
増

加
を
促
す
た
め
市
独
自
で
上
乗
せ
助

成
す
る
も
の
で
す
。

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

・
産
廃
処
分
場
の
建
設
問
題
に
つ
い

　
て

・
在
住
外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育
に

　
つ
い
て

・
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　

鐙
　 

邦 
夫 
議
員

日
本
共
産
党

会
派 

日
本
共
産
党

他
の
質
問
項
目

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て

漁
業
緊
急
経
営
支
援
事
業

に
つ
い
て

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

　
　
移
住
定
住
促
進
の
た
め
に
設
置

す
る
専
門
窓
口
は
、
ど
ん
な
機
関
と

連
携
し
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
役
所
内
で
は
な
く
外
部
で
の

設
置
を
検
討
し
て
お
り
、
移
住
に
関

す
る
各
種
手
続
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

し
た
窓
口
と
し
て
、
地
元
経
済
界
や

農
林
水
産
業
界
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

有
益
な
情
報
提
供
を
考
え
る
。

　
　
防
災
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の

役
割
や
地
域
住
民
と
の
互
助
・
共
助
、

な
ら
び
に
子
ど
も
た
ち
の
人
権
を
尊

重
し
た
取
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
　
数
年
前
か
ら
は
、
中
学

生
・
高
校
生
の
中
か
ら
、
防
災
士
の

資
格
を
取
得
す
る
生
徒
も
い
る
こ
と

か
ら
、
防
災
に
対
す
る
子
供
た
ち
の

意
識
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。

　
防
災
に
対
す
る
子
供
た
ち
の
役
割

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
何
が
で
き
る

の
か
」
を
子
供
た
ち
が
自
ら
考
え
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、

出
前
講
座
や
防
災
教
室
・
避
難
訓
練

等
の
目
的
を
児
童
生
徒
と
共
有
し
、

学
習
や
活
動
後
の
振
り
返
り
・
意
見

等
を
基
に
検
討
す
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
人
権
教
育
で
は
自

己
肯
定
感
の
高
ま
り
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
つ
い
て

下 

　 

善 

裕 

議
員

無

所

属

会
派 

勇
気

下 人
口
減
少
等
に
よ
る
過
疎

化
対
策
に
つ
い
て

下 子
供
た
ち
の
防
災
教
育
と

人
権
に
つ
い
て

鐙鐙

産
業
部
長

教
育
部
長

鐙

他
の
質
問
項
目

市
長

教
育
長
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輪
島
病
院
に
通
院
し
て
い
る

患
者
さ
ん
に
過
度
な
体
力
的
負
担
が

か
か
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
通
院
行
程
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、

過
度
な
体
力
的
・
時
間
的
・
経
済
的

負
担
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
軽
減
す
る
措

置
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
本
市

の
考
え
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
島
病

院
で
は
こ
れ
ま
で
も
院
内
業
務
の
改

善
に
活
か
す
た
め
、
御
意
見
箱
を
１

階
と
３
階
に
設
置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
り
ご
意
見

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
公
立
中
学
校

の
部
活
動
を
地
域
に
移
行
す
る
部
活

動
改
革
の
提
言
案
を
ま
と
め
た
と
い

う
報
道
が
あ
っ
た
。
市
の
対
応
は
。

　
　
　
　
現
段
階
で
明
確
な
答
弁
は

で
き
な
い
が
、
今
後
、
国
や
石
川
県

の
具
体
的
な
計
画
や
指
導
を
基
に
対

応
し
た
い
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
町
お
こ
し

を
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
ス
ポ
ー
ツ
は
重
要
な
施
策
の
一
つ

で
あ
り
、
ま
ず
は
幼
少
期
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
環
境
の
整
備
を
図

り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に

触
れ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
　
　
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体

と
協
議
す
る
場
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　
今
後
、
体
育
協
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
協
議
を
行
い
た
い
。

　
　
　
漆
芸
研
修
所
卒
業
生
の
住
環

境
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
公
営
住
宅

の
柔
軟
な
利
活
用
な
ど
卒
業
生
に
対

す
る
住
環
境
の
整
備
は
。

　
　
　
空
き
家
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
賃

貸
物
件
の
登
録
が
少
な
く
、
卒
業
生

の
希
望
に
合
わ
ず
住
ま
い
の
確
保
の

支
障
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
公
営
住
宅
へ
の
入
居
は
公
平
性

の
観
点
か
ら
困
難
で
あ
る
。

　
　
　
漆
芸
に
携
わ
り
た
い
方
が
入

居
で
き
る
長
屋
と
隣
接
地
に
共
同
工

房
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
様
々
な
手
法
が
考
え
ら
れ
る

が
、
適
地
や
規
模
、
費
用
面
等
の
課

題
か
ら
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

漆
芸
研
修
所
卒
業
生
や
移
住
者
へ
の

支
援
は
、
最
も
重
要
な
施
策
の
一
つ

で
あ
り
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
た
い
。

を
い
つ
で
も
い
た
だ
け
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
ほ
か
、
年
１
回
の
患
者

様
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

お
り
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
き

ま
し
て
は
、
病
院
内
で
解
決
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
早
急
に
改
善
を

図
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
行
政
機
関
等
で
解
決

す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
提
言
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
い
た
だ

い
た
御
意
見
の
中
で
通
院
の
ご
負
担

等
に
つ
い
て
公
共
交
通
政
策
に
関
す

る
内
容
が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
関
係

各
課
に
報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
「
地
域
交
通
計
画
」
の
策
定
に
つ

　
い
て

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
解
約
世
帯
に
音

　
声
告
知
端
末
の
代
替
品
貸
与
を

他
の
質
問
項
目

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

通
院
患
者
の
負
担
軽
減
を

坂
本

坂
本

門
前

教
育
長

市
立
輪
島
病
院
事
務
部
長

教
育
長

教
育
長

坂
本

坂
本

坂
本

市
長

市
長 移

住
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

一般質問

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

令和４年第２回定例会

坂
本
　
賢
治 

議
員

無

所

属

会
派 

市
政
会

門 

前 
　
徹 
議
員

無

所

属

会
派 

市
民
派
一
馬
力



９

議　案　一　覧
専決処分の承認（１件）

議案第55号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度輪島市一般会計補正予算（第11号））
事業費の確定(地方債等の財源調整によるもの)

予算（２件）

議案第56号

議案第57号

令和４年度輪島市一般会計補正予算(第２号)

令和４年度輪島市水道事業会計補正予算(第１号)
主な事業は次ページ｢こんなことが決まりました！｣をご覧下さい

輪島浄水場更新事業(基本設計等基礎資料作成業務)

条例（５件）

議案第58号 輪島市税条例等の一部改正について
地方税法の一部改正に伴い、関係規定を整備するもの

その他（１件）

議案第63号 土地改良事業計画の概要を定めることについて
門前町栃木第２地区及び中田地区において土地改良事業を行うに当たり必要となる土地改
良事業計画の概要を定めるもの

人事関係（１件）

議案第64号 人権擁護委員推薦につき意見を求めることについて
木越祐馨氏、井上　治氏、梅沢絵里氏の推薦に異議がないことを答申

議案第59号 輪島市半島振興対策実施地域における固定資産税の特例に関する条例及び輪島市過疎地域
の持続的発展の支援のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正について
半島振興法第十七条の地方税の不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令
等の一部改正に伴い、項ずれを改めるもの

議案第60号 輪島市地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正について
地域再生法第十七条の六の地方公共団体等を定める省令の一部改正に伴い、固定資産税の
課税の特例措置の適用期限の延長を行うもの

議案第61号 輪島市障害者地域生活支援事業に関する条例の一部改正について
日常生活用具給付等事業に係る対象者の範囲を拡大することで障害者等の福祉の増進を図
るとともに、デジタル化の進展に伴い、視覚障害者向けの情報・通信支援用具の耐用年数
を見直すもの

議案第62号 輪島市交流サロン条例の一部改正について
指定管理者が不在となっている鳳至上町交流サロン｢いろは蔵｣を、当分の間、市が直接管
理できるよう関係規定を整備するもの

　本会議の様子は輪島市ケーブルテレビで生中継しています。
これまでの本会議の映像は YouTube でも見ることができます。

YouTubeFacebook

議会中継、見てみませんか？
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決まりました！決まりました！

学校給食食材費

　子育て世帯の負担軽減のため中学生
の給食費を無償化 (２学期から)

子育て世帯生活支援特別給付金事業費

　低所得のひとり親世帯等に対し、児
童１人当たり５万円を給付

　輪島の“食”による観光キャンペーン事
業に要する費用を計上

事業費
1,819万円

事業費
2,300万円

わじまの美食ＰＲ推進事業費

事業費
2,000万円

事業費
400万円

漁業緊急経営支援事業費

　燃料費高騰による漁業者の負担軽減
を図るため、船舶に給油する燃料代の
一部を助成
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こんなことがこんなことが

体育施設整備事業費

　マリンタウン競技場のトラック及び幅
跳び助走路の改修費用を計上

次世代交通対策事業費

　のと里山空港隣接地に設置される水
素ステーションの整備負担金及び地域
公共交通計画の策定費用を計上

校舎等営繕費

　小学校の遊具 (鉄棒、雲梯、ブランコ )
の設置及び消防設備の改修費用を計上

　輪島浄水場の更新に係る基本設計等
基礎資料作成の委託料を計上

事業費
１億1,550万円

事業費
1,300万円

輪島浄水場更新事業費

事業費
1,098万円

事業費
4,100万円

うん てい
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議会ニュース議会ニュース

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

一
二
三
秀
仁

森
　
　
正
樹

西
　
　
　
恵

東
野
　
秀
人

門
前
　
　
徹

古
坂
　
祐
介

　北信越市議会議長会定期総会及び全国市議会議長会定期総会において、坂本賢治

議員が35年以上の永年在職議員特別表彰を、鐙邦夫議員、一二三秀仁議員がいずれも

20年以上の永年在職議員特別表彰を、森裕一議員が15年以上の永年在職議員特別表

彰及び永年在職議員表彰を受けました。

　６月14日に開催した本会議において、表彰伝達式が行われました。

永年在職議員特別表彰・永年在職議員表彰永年在職議員特別表彰・永年在職議員表彰

鐙　邦夫　議員

森裕一議長から表彰状を受けとる坂本議員(左)と鐙議員(右)

一二三　秀仁　議員 森　裕一　議員坂本　賢治　議員

　
一
昨
年
の
暮
れ
か
ら
、
能
登
地
方
で
は
活
発
な

地
震
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
６
月
19
日
15
時
８
分
頃
に
石

川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、

最
大
震
度
６
弱
、
輪
島
市
で
は
震
度
４
を
観
測
し

ま
し
た
。
翌
６
月
20
日
10
時
31
分
頃
に
も
地
震
が

発
生
し
、
輪
島
市
で
は
震
度
３
を
観
測
し
ま
し
た
。 

　
幸
い
、
輪
島
市
で
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。 

　
さ
て
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
風
水
害
や
土
砂
災

害
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
。
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

「
自
助
」、
隣
近
所
が
助
け
合
う
「
共
助
」、
そ
し

て
行
政
に
よ
る
「
公
助
」
が
連
携
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
た
め

に
も
、
ご
自
身
や
ご
家
族
で
出
来
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
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記


